
１．Ａの死亡前に子Ｃが死亡したが孫Ｄがいる場合

２．Ａの死亡前に子Ｃ孫Ｄが死亡したがひ孫Ｅがいる場合（再代襲）

３．Ａの死亡前に兄弟姉妹Ｂが死亡したがおいめいＣがいる場合

※仮にＣもＡの死亡前に死亡していた場合、さらにＣに子がいたとしても、Ｃの子はＡの代襲相続人にはなりません。

４．Ａの死亡前に養子Ｃが死亡したが養子縁組後に出生した孫Ｅがいる場合

※養子縁組前に出生したＤはＡの直系卑属ではないので、Ａの代襲相続人にはなりません。
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Ａの相続人 … ＢＥ

Ａの相続人 … Ｃ

代襲相続の具体例（昭和56年1月1日以降に相続が開始した場合）
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